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日本地震工学会 

原子力安全のための耐津波工学の体系化に関する調査委員会（耐津波工学委員会）

  

（6．津波の外力作用 骨子） 

（18〜20頁程度を想定） 

 

6.1はじめに(1頁) 

6.2津波の起因事象・発生メカニズムの整理(3頁) 

6.3津波の伝播・遡上とその評価(2頁) 

6.4津波ハザードの確率論的考え方(3頁) 

6.5津波による地形変化と津波堆積物(3頁) 

6.6構造物等への津波の作用力(3頁) 

6.7津波の来襲に伴う被害の連鎖・複合性(2頁) 

6.8 まとめ(1 頁) 
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